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１．目的

東日本大震災の被災地では、津波によって打ち上げられた魚介類や魚網から、強烈な腐敗臭が

発生しており、自治体ではその対応に苦慮している。そこで、当協会では自治体をサポートする

ことを目的とし、各種消臭剤の効果判定試験を平成 23 年６月から７月にかけて行い、客観的な

技術情報の提供を行うこととした。

また、本試験では関係自治体職員に、実際に消臭効果を体験してもらうための判定会も開催し

た。

２．実施主体
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３．消臭試験の対象

表１に示す消臭剤メーカーから被災地の自治体に提供された５種類の消臭剤と協会が用意し

た方法を試験に供した。これらの消臭剤は、１種類を除いて微生物を用いた消臭原理であり、

用途として土壌の魚臭とは記載されていないものも含んでいる。

また、比較対象として、消臭対策を施していない臭気がある土壌（ブランク）も用意した。

表 1 消臭試験の対象

＜メーカー提供＞ ＜協会用意＞

 消臭剤Ａ  黒土（５cm の深さに被せる）

 消臭剤Ｂ  黒土（15cm の深さに被せる）

 消臭剤Ｃ  微生物栄養剤

 消臭剤Ｄ  消臭剤Ｆ

 消臭剤Ｅ

 消臭剤Ａ（原液）  消臭剤Ｂ（希釈液）  消臭剤Ｃ（希釈液）  黒土

 消臭剤Ｄ（原液）  消臭剤Ｅ（希釈液）  消臭剤Ｆ（希釈液）  微生物栄養剤（希釈液）






